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26th Internal Technical Conference on The Enhanced Safety of Vehicles (ESV): 

Student Safety Technology Design Competition (SSTDC)に参加して 

日本大学工学部 バイオメカニクス研究室 

修士 2 年 大槻脩 

修士 1 年 筒井克海 

学部 4 年 望月涼太 

 

1. 概要 

日本大学工学部バイオメカニクス研究室は

「2019 年学生安全技術デザインコンペティショ

ン 日本大会」（主催：国土交通省，日本大会運営：

自動車技術会）で最優秀賞を受賞し，2019 年 6 月

10 日から 13 日にかけてオランダ・アイントホー

フ ェ ン で 開 催 さ れ た 26th Internal Technical 

Conference on The Enhanced Safety of Vehicles (以下

ESV) 内 の Student Safety Technology Design 

Competition (以下 SSTDC)に日本代表チームとし

て出場し，作品の展示・デモンストレーション・

プレゼンテーションを実施した．ESV は 2 年に 1

度各国の自動車安全に関する研究者が集まり自

動車の安全技術向上を目的として開催される国

際会議である．SSTDC はその会議の中で各国の予

選で選ばれた学生が自動車の安全技術に関する

アイデアを発表し，その独自性や有用性，実現性

を競うコンペティションであり，学生が研究や設

計の体験を通じて，自動車安全のエンジニアを育

成することを目的としている．  

 

2. 大会概要 

ESV 国際会議は 4 日間開催され SSTDC は期間

中に展示ブースとプレゼン会場で行われた(表 1)．

SSTDC では各チームが開発した作品を展示ブー

スで説明するデモンストレーションとスライド

を用いてプレゼン会場で研究概要を説明するオ

ーラルプレゼンテーションを行い，審査員の採点

によって最優秀賞，優秀賞が決定される．デモン

ストレーションは展示ブースにて各チームが作

成したスケールモデルやプロトタイプ，ポスター

などを用いて実施した（図 1）．また，オーラルプ

レゼンテーションはスライドを用いての発表で

あり，発表時間等の規定はなく，各チーム 20～30

分間の発表を行った．  

表 1．SSTDC スケジュール 

図 1．日本チーム（日本大学）の展示ブース：作

成したプロトタイプと計測機器を展示し，概要を

説明するためのポスターを壁に貼った．他のチー

ムより展示物が多かったため，NHTSA との事前打

合せにおいて机を追加申請して使用した． 

 

 

日付 時間 内容

6月10日 8:30～17:30 展示＆説明・質疑応答

6月11日 8:00～18:00 展示＆説明・質疑応答

9:30～12:00 ジャッジデモンストレーション

14:00～16:30 オーラルプレゼンテーション

8:00～12:00 展示＆説明・質疑応答

12:45～13:30 表彰・閉会式

6月12日

6月13日
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3. 参加チーム 

表 2 に参加チームとその研究テーマを示す． 

SSTDC においては各国から 5 チームが参加し，プ

ロジェクトカテゴリーに示すような分野の自動

車安全に関する研究の発表が行われた．研究テー

マとしては自動運転，予防安全，自動通報システ

ム，衝突安全などさまざまであった．日本代表 1

チーム，韓国代表 1 チーム，アメリカチーム 3 チ

ームの計 5 チームで決勝大会が行われた．過去に

はヨーロッパのチームが参加していたが，本大会

ではヨーロッパのチームは参加しておらず，アメ

リカチームが多かった．
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4．日本代表の日本大学工学部バイオメカニクス

研究室展示について 

4.1 研究概要 

 我々の研究室では大学病院と共同で交通事故

実態調査を行っており，その結果から現在の安全

基準では評価されていない脊椎と腹部の傷害件

数が増加していることが判明した．脊椎骨折，腹

部傷害の評価を可能とするダミーを開発し，コン

ペティションにて発表した（図 2a）．脊椎ダミー

は動的評価を可能とするために金属とウレタン

を用い作成し，計測面に加えられた荷重を測定す

ることで傷害評価をした（図 2b）．腹部ダミーは

ゴムチューブを用い，内圧変化を測定することで

傷害評価をした（図 2c）．動物実験や被験者実験

の結果から，しきい値を決定しており，計測され

た荷重と内圧はパソコンの計測画面に表示され

る（図 2d）．傷害評価はしきい値を超える荷重を

ダミーに負荷することで実施した． 

 

図 2a．展示した腰椎・腹部傷害評価ダミー：腰椎

部と腹部に荷重を負荷することで交通事故時に

発生する脊椎骨折・腹部傷害を評価した．事故調

査解析，動物実験，被験者実験の結果に基づきダ

ミー試作を実施し，プロトタイプを三モデル製作

しており，これら実験，設計，加工までには３か

年を要している．傷害を忠実に再現するために高

い加工精度が必要であり，試行錯誤しながらダミ

ーを完成させた． 

 

図 2b．脊椎ダミーの計測面：脊椎ダミーは，交通

事故で最も骨折が多い第一腰椎の上下にロード

セルを 6個入れ，荷重を測定することで傷害評価

を実施した．荷重計を前方，中央，後方に設置し，

荷重分布を調べることで前方のみが変形する圧

迫骨折と，全体が変形する破裂骨折の傷害を評価

できる．脊椎は食用動物の脊椎を購入して材料実

験を行い，動物→ヒト→ダミーによる傷害評価を

実施した． 

 

図 2c．腹部を１つの空間としてとらえ内圧変化を

測定することで，サブマリン現象が起こった際に，

シートベルトがずれあがることによって発生す

る腹部傷害が評価できる．腹部も食用腸や被験者

負荷実験に基づき，衝撃耐性値を設定した． 

 

 

図 2d．計測画面：独自に開発したデータロギング

システムにより脊椎と腹部の傷害を計測する．傷

害しきい値を超える脊椎荷重・腹部内圧が発生す

ると，ランプが黄色に点灯し，傷害が発生する領

域になるとランプが赤色に点灯する．  
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4.2 ジャッジデモンストレーション概要 

 ジャッジデモンストレーションは実機を用い

て，開発したコンセプトを紹介するものである．

開発したダミーに計測器を接続し手で荷重を加

え，しきい値を超えると傷害が発生する様子をパ

ソコンの計測画面を用いて説明した．脊椎は圧迫

骨折と破裂骨折の発生メカニズムについて説明

し，腹部はサブマリン現象が起こった際の腹部傷

害の発生メカニズムについて説明した（図 3）． 

 

 
図 3.デモンストレーションの様子：内蔵を模した

自作Tシャツを着てシートベルト着用乗員の交通

事故時の挙動を再現し，脊椎傷害と腹部傷害を視

覚的に説明した．  

 

デモンストレーションは約 20 分で，説明をし

ている最中に審査員が感じた疑問点などを質問

されその場で答える形式であった．質問内容はダ

ミー全体を完成させる予定はあるのか，実車に取

り付けて評価することができるのか，といった今

後の発展性を問う質問が多かった．また，他の研

究機関との差別化はできているか，実際の衝突時

の傷害を評価できているのかといった，実用を目

的とした質問が多かった． 

一般来場者は約 70 名で，初日が一番多かった．

日本で開催された人とくるまのテクノロジー展

での質疑応答ではどのような研究をやっている

のか，というような概要の説明を求める傾向があ

ったが，ESV 国際会議での質疑応答では腹部と脊

椎の傷害評価が可能になれば，どんな良いことが

あるのか，というようなビジネスに繋がるかどう

かの説明を求める傾向があった． 

4.3 プレゼンテーション概要 

 プレゼンテーションは発表 15 分，質疑応答 5 分

で行われ，約 100 人が入る部屋で両脇に設置され

たモニターを用いて説明をした（図 4）．  

 

 
図 4．プレゼンテーション説明の様子：発表はデ

モンストレーションでの説明が難しい事故調査

の事例や実験結果などを中心に動画を交え解説

した． 
  

内蔵Tシャツにより交通事故時の受傷機転を説

明したことが評価につながった，と大会審査員の

方からコメントをいただいた．説明の際，一気に

会場が盛り上がったため，海外での発表は日本以

上にエンターテイメント性が必要だと感じた． 

 

5．表彰チーム 

SSTDC では，参加チームの中から最優秀チーム，

優秀チームがそれぞれ１校ずつ選ばれる．  

 

最優秀賞 

California Polytechnic State University (USA) 

“Autonomous Collision Avoidance System 

for Collaborative Vehicle Platooning” 

 

優秀賞 

Virginia Tech Transportation Institute (USA) 

“Pre-Rear-End Positioning and  

Risk Extenuation System” 

 

今回の最優秀賞チームはカメラによって車線

を検知し前の車を追従する車のミニチュアを開
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発したカルフォルニア・ポリテクニック・ステー

ト大学のチームであった． 

背景を丁寧に説明するチームもあれば動画を

多く使用したチームもあり，国によって発表の仕

方や参加人数も様々であったが特にアメリカチ

ームのプレゼンテーション力の高さを実感した． 

両チームとも自動運転に着目し，独自の視点か

ら問題解決の方法を検討していた．特に最優秀賞

に選ばれたチームのプロトタイプは，追従する車

が白線からはみ出さずに走り，歩行者の模型を避

けて走行し，車線変更するなど技術力の高さを感

じた．  

 

図 5．各代表チームの集合写真 

 

6．まとめ 

研究室では SSTDC の取り組みを卒研や修士研

究とは切り離し，１つのクラブ活動のような形態

で実施してきた．機械工学の強みを生かすべく

CAD による設計，工作機械による加工を実施した

ことに加え，バイオメカニクス研究室として交通

事故の調査解析や関連する実験を取り入れてダ

ミー開発を実施した．SSTDC の取り組みは，スポ

ーツ競技でオリンピックを目指すように選手（自

分達学生）と監督（教員：西本哲也教授）が一体

となり，優勝を目指すために日々活動を実施して

きた．残念ながら入賞はできなかったものの展示

を見ていただいた来場者の技術者の方には，日本

人は常によいものをつくろうとする改良のもの

づくりを得意とすることがみてとれる，との感想

をいただいており，日本人の持ち味を海外に発信

することができたのではないかと思う． 

国際会議としてみれば，不慣れな英語のプレゼ

ンテーションに加え，自分達の作品がいかに有用

であるかを主張，さらに誇大にでも主張する能力

が必要であり，受身の教育を受けてきた我々日本

人に比して，ディスカッションを日常的に体験し

ている欧米人との論破できる能力の差をつめな

ければ，世界で勝つことは難しいと感じた． 

後日，NHTSA の SSTDC 責任者である Arthur 

Carter さんから日本チームと入賞チームの差は，

僅差であったと報告をうけた．非常に残念な気持

ちではあるが，各国の代表チームと接戦を繰り広

げることができたいへん価値のある大会であっ

た． 
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